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        鳥取県立八頭高等学校 亀の会 

【目的】岡山池田家墓所（和意谷廟所）は「家礼ノ註」（南宋朱子の「家礼」につけられた注釈）により墓碑の高さが決められていた（吾妻重二

2008）。岡山池田家の分家筋にあたる鳥取池田家においても「家礼ノ註」が使用されていたのではないか。鳥取池田家の歴代藩主墓が亀趺を用いる

原因は岡山にある位階三品の輝政の墓が亀趺を使用したためと推定されている（小坂博之 1988)。鳥取池田家も「家礼ノ註」を使用していれば、

鳥取の亀趺のルーツが輝政墓である可能性が強まる。関係者のご厚意により鳥取では 31基、岡山では 9基の墓碑を測定できた。 

【測定・換算方法】（１）機材：レーザー距離計（ボッシュ社GLM5）（２）換算方法：津田永忠が行った建議では以下に引用したように利隆（武

州様）は位階四品であると認識されている。四品の墓碑は周尺 12尺になり、実測値は 291cmであるから 1尺は 24cmと換算する。 

石坂善次郎『池田光政公伝 下巻』（自家本、1932年）第 8章、天和 2年(1682)の条(p1371-72)より一部引用。 

月日闕 津田永忠建議如左 …家礼ノ註ニ、明朝ノ法墳高一品ハ壱丈八尺、毎品二尺ヲ減ズト有之候ヘハ、四品ハ壱丈弐

尺ニテ候、碑ノ高ノ事ハ見ヘ不申候得共、墳ト碑トハ同高サニ仕ル様相見ヘ候、尺ハ周尺トハ無之候、多分明朝ノ尺ニ

テ可有御座候得共、和意谷ノ御碑ノ尺周尺ニ御従ヒ候間、此度モ其儘周尺御用可然歟。…武州様 少将様同ジク従四位

下ニテ御座候、家禮ノ註ニ有之法ノ如ク位ノ高下ニテ碑ノ尺定リ候間同シ御位階アラハ御碑ノ高サモ可同カル候官職ニ

テ碑ノ定マリ候事ハ見ヘ不申候。                      ※下線は引用者による。 
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【測定結果】岡山池田家墓所では竿石と台石を合わせた数値が「家

礼ノ註」と一致していた（14周尺（輝政）、12周尺（利隆・光仲）、10

周尺（分家））。鳥取池田家の藩主墓・分家当主の墓では竿石のみ「家

礼ノ註」とほぼ一致する（右図参照）。鳥取池田家では分家当主では亀

趺に相当する台石が省略されているため竿石の大きさにより差をつけ

たのであろう。なお、儒式墓では三品以上に限定される亀趺を使用す

るため、鳥取池田家は仏式墓の台石とした。岡山から招致された家老

池田之政の墓が鳥取最古（小坂 1988）。墓は鳥取市広徳寺に現存。銘

文の一部に「螭首亀趺之石」と刻まれている。 

 

輝政墓(岡山)  利隆墓(岡山) 光仲墓（鳥取） 仲澄（鳥取） 

※仲澄は分家東館初代当主（五品）。ブルーの着色部が亀趺又は相当する

直方体の台石（方趺）、ピンクは鳥取独自の追加された 3段台石。 

表《鳥取池田家・岡山池田家墓碑の概要》 

岡山池田家（儒教式墓前碑） 鳥取池田家（仏式墓） 

 型式 全高平均  型式 全高平均 竿石平均 

三品 円首亀趺 337.5cm 14.1周尺 三品  

四品 円首方趺 296.8cm 12.4周尺 四品 円首亀趺 454.0cm 19.0周尺 279.8cm 11.7(≒12)周尺 

五品 円首方趺 243.0cm 10.1周尺 五品 円首方趺 351.0cm 14.6周尺 226.3cm 9.4(≒10)周尺 

備考 藩主 3 人を含む 9 人の墓碑を測定した。輝

政墓（三品）のみ亀趺を使用。利隆、光政（四

品）、分家である山﨑藩主(五品)は方趺であ

る。なお、位階不明の池田利政（輝政四男）、

政虎（同七男）、政貞（利隆三男）の墓は

155cm（8.4尺）であった。 

備考 藩主（四品）の墓 11基、分家当主（五品）の墓 17基の他 3基を測定した。竿石の

最大値は藩主墓では 11代藩主慶榮が 289cm（12周尺）であった。分家当主では竿

石の最大値は西館初代清定の 244cm（10.2周尺）であった。竿石が藩主は 12周尺、

分家当主は 10周尺とされたと思われる。鳥取池田家の場合、竿石は全体としてやや

小さめであるが、追加された 3 段の台石を合せると藩主墓は一品（18 周尺）、分家

当主は三品(14周尺)に近づく。家康や輝政を意識したのであろうか。 

【まとめ】寛文 6年（1666）11月 8日、岡山藩主光政は藩主自身が鳥取に新たに墓所をつくるよう助言する書状を光仲に送っている（因府年表）。

元禄 6年(1693)に光仲は死去し、その後、鳥取池田家墓所が造営された。岡山池田家の影響は墓碑の高さ、亀趺の使用などに明確である。 

【参考文献】小坂博之(1988)「奥谷廟所の成立－武内宿祢伝承と鳥取藩主池田光仲廟所」（『地平線』5号、今井書店）吾妻重二(2008)「池田光政

と儒教喪祭儀礼」(『東アジア文化交渉研究』創刊号、関西大学）、大野哲二・中原斉(2010)「鳥取藩主池田家墓所の調査」(『立正大学考古学ﾌｫｰﾗﾑ』、

立正大学考古学会），伊藤康晴(2020)「鳥取藩祖池田光仲墓所の造立過程と泉州石工」（『鳥取県立博物館研究報告』第 57 号）ほか 

【執筆者】大東絹都、野田遥登、酒本芽依、林結希、岡駿佑                                       

一般社団法人日本考古学協会第８７回（２０２１年度）総会における２０２１年高校生ポスターセッションで発表を行った成果である。 

※横線以上が竿石 


